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第 79回年次大会（2024）  領域 9 インフォーマルミーティング議題 

配布資料 

開催日時 2024年9月18日18時00分～  
於  北海道大学 札幌キャンパス N101会場 

 

領域代表      高木 紀明 （2024.4–2025.3） 

領域副代表 佐藤 正英 （2024.4–2025.3）領域代表（2025.4-2026.3） 

領域運営委員   春山 潤、植田 寛和、鈴木 凌 （2023.10-2024.9） 

安井 勇気、櫻井 敦教、岡田 有史 （2024.4-2025.3） 

IFM参加者 32名 

 

議題 
1. 報告 

(1) 学生優秀発表賞受賞者（＋写真撮影） 

(2) 今大会のプログラム編成 

(3) 第 79回年次大会までの登録件数の推移 
(4) 2025年 春季大会 (2025年 3月 18日～21 日)までのスケジュール 

(5) 学生優秀発表賞への申し込みについて 

 

2. 協議事項 

(1) 次々期領域運営委員の選出・承認 

(2) 次期領域副代表（次々期領域代表）の推薦・承認 

(3) 次大会 （2025年 春季大会）におけるシンポジウム・招待講演 

(4) キーワード・合同セッションについて（＋承認事項） 

(5) 領域会議からの議題 

(6) 招待講演者の PPTをホームページ上で公開を継続することの可否について 

 

【報告】 
(1) 学生優秀発表賞授賞者の発表 

領域 9における学生優秀発表賞の授賞式が、安井委員より行われた（審査対象学生 26名、審査委員 20

名、1件につき 4名で審査）。受賞者・講演題目は以下の通り（敬称略）。 

・山崎 孝輔（大阪大学基礎工学、M1）『パーシステントホモロジーを用いたアモルファスグラフェン

の物性値予測』 

・宮川 泰明（東京工業大学理学院、M1）『超高真空プロセスによる SiO2/SiC界面欠陥での単色発光』 

・清水 翔太（東京大学理学系研究科、D2）『トポロジカル超伝導体 Fe(Se,Te)薄片への軽元素修飾に

よる影響』 

佐藤領域副代表から授賞理由に関して説明があった。 

 

(2) 今大会のプログラム編成 

 発表件数 前回学会との比較 

（2024春（オンライン）/ 2023 秋（東北大）） 

一般総数 :   122 件  （+36 / +19） 

一般口頭発表 :   73 件  （+14 / +15） 

ポスター発表 :     49 件  （+22 / +4） 
 

 合同セッション （1件） 

領域 4（トポ物質理論） 発表件数 1 件 （11番目の一般講演のみ領域 9 と合同） 
 

シンポジウム・合同シンポジウム（領域 9主催 2 件 + 他領域主催 1 件 = 合計 3件） 

      “Probing Emergence of Functionalities at Surfaces” （領域 9主催、領域 3,4,5,12 と合同） 
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 “Revealing Novel States at Surface and Interface” （領域 9 主催、領域 3,4,5,7,8 と合同） 

 「先端計測のフロンティア〜見えないモノを見る挑戦」 （領域 2 主催、領域 5,9,10 と合同） 
 

 招待講演（3 件、すべて領域 9 主催） 

       高草木 達（北海道大学 触媒科学研究所） （領域 9主催、領域 5,10 と合同） 

   「その場/オペランド表面科学計測による触媒反応プロセスの原子レベル可視化」 

阿南 静佳（豊田工業大学） （領域 9 主催、領域 7,10,12 と合同） 

   「金属−有機構造体とソフトマテリアルの複合化」 

 Chun-Liang Lin （National Yang Ming Chiao Tung University）（領域 9 主催、領域 4,10 と合同） 
   “How STM can help next-generation semiconductor industry?” 

英語セッション希望申し込み 25 件（うちポスター講演 6件） 

学生優秀発表賞申し込み 26 件 
 

 

 

 

 

 

 

 

2024/9/16 (月) 2024/9/17(火) 

会場（E319） 会場（PSB） 会場（S101） 会場（N101） 会場（E319） 会場（E318） 

9:30～12:30  9:00～12:20    

午

前 

表面理論 

（11件） 

 
日台シンポ１ 

（7件、領域

3,4,5,12 と合同） 

 

  

  13:30～16:30 15:30～17:30  13:30～17:20 13:30～16:30 13:30～17:00 

午

後 

表面計測 

（10件、うち招待

講演 1件は領域

5,10 と合同） 

領域 9 ポスター 

セッション 

(49 件) 

 

日台シンポ２ 

（8件、うちシンポ

ジウム 7件は領

域 3,4,5,7,8 と合

同、招待講演 1

件は領域 4,10 と

合同） 

結晶成長 

（10件、うち招待

講演 1件は領域

7,10,12 と合同） 

【領域 4】 

トポ物質理論 

（13件、うち 1件

が領域 9 と合同） 

 

2024/9/18(水) 2024/9/19(木) 

会場（E319） 会場（N101） 会場（B112） 会場（E319） 

9:00～11:45   9:00～10:45 

午

前 

 原子・トポ物質 

（10件） 

  

表面界面磁性 

（7件） 

  13:30～16:45 13:30～17:30 13:30～17:00  

午

後 

構造物性 

（12件） 

電子物性・ナノ量子 

（15件） 

【領域 2】 

先端計測フロンティア 

（8件、領域 5,9,10 と合同） 

 

  18:00～20:00   

  インフォーマルミーティング 
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概要提出率（講演件数は申し込み時） 

講演件数 概要提出数 概要提出率 

142 138 97.1% 

 

 

 

 

 

 

(3) 第 79回年次大会までの登録件数の推移 

 
 

 

(4) 次大会 (2025年 春季大会) までのスケジュール 

開催地: オンライン開催 

開催期間: 2025 年 3 月 18日(月) ～ 21日(木) 

参考 URL： http://www.div.jps.or.jp/schedule2025S.html 

 

1. シンポジウム、招待・企画講演等 企画募集掲載 会誌 2024年 10 月号 

2. 一般講演 募集要項掲載 会誌 2024年 11 月号 

3. シンポジウム、招待・企画講演等 企画提案（web受付） 10 月 15 日（火）～ 11月 7日（木） 

（※領域委員修正は 11月 12 日(火)正午

まで） 
4. 一般講演 申込期間（web受付） 11 月 19日（火）～ 12月 5日（木）14時 

5. インフォーマルミーティング申込期間（web受付） 11 月 19日（火）～ 12月 24 日（火） 
6. 素核宇ビーム領域・物性領域プログラム小委員会／領域委

員会 

11 月下旬頃 

※Zoomによるオンライン開催 

7. プログラム編集説明会 

（領域運営委員の方に出席していただきます。） 

12 月 20 日前後 

※Zoomによるオンライン開催 

http://www.div.jps.or.jp/schedule2025S.html
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8. WEB版プログラム（暫定版）公開 

（編成内容取り纏め作業の進捗状況により、公開時期が多

少遅れることがあります。） 

2025年 1月上旬 

9. 座長依頼発送 2025年 1月上旬 

10. プログラム初校校正 2025年 1月下旬～2025年 2 月上旬 

11. 講演概要集原稿締切（Web） 2025年 1月 22日（水）14時 

12. PDF版プログラム 公開（会員マイページ内） 2025年 2月中～下旬 

13. ポスター講演データ投稿（※ポスター講演者のみ -オンラ

イン大会ページ内掲示用） 

2025年 2月下～3 月上旬 予定 

14. 座長説明会（座長・領域委員に個別に URLを連絡しま

す。） 

2025年 3月上旬 予定 

※Zoomによるオンライン開催 

 

(5) 学生優秀発表賞（ポスター発表のみを対象とする）への申し込みについて 

 学生優秀発表賞への応募が 29 件あったが、うち 3件は誤って口頭発表での申し込みであった。後日これら

の学生に連絡を取り確認したところ、1 件はポスター発表に移行し、2 件は口頭発表を選択した。さらに 1 件の

講演取り下げがあったので、学生優秀発表賞の応募総数は 26件であった。 

 

 

【協議事項】 
 

(1) 次々期領域運営委員候補者の推薦･承認（敬称略） 

表面･界面分科 

 柳生 数馬（福岡大） 

  寺川 成海（大阪大学） 

結晶成長分科 

 村田 憲一郎（北大低温研）

安井委員、櫻井委員、岡田委員から上記候補者が紹介され、賛成多数で承認された。 

承認された柳生先生、寺川先生から挨拶が行われた。 

 

(2) 次期領域副代表（次々期領域代表）推薦・承認（敬称略） 

虻川匡司（東北大学） 

高木領域代表から上記候補者が紹介され、賛成多数で承認された。 

承認された虻川先生から挨拶が行われた。 

 

 

 

(3) 2025年 春季大会におけるシンポジウム・招待講演（敬称略） 

（先端的表面・界面光計測） 

提案者: 櫻井 敦教、安井 勇気、岡田 有史 

主題：「先端的光計測で切り開くミクロとマクロの表面・界面研究（仮）」（領域 5 との合同開催希望） 

説明：光を用いた表面・界面の研究は近年急速な発展を遂げている。和周波発生分光法は、これまで

表面・界面計測に適用されてきた分光手法であるが、新規光源開発により広帯域な赤外光や

THz 光の発生が可能になると、従来観測が困難であった複数の振動モードの同時励起[1]や、フ

ォノンの励起緩和現象[2]に適用されるようになってきた。さらにその解析に機械学習を取り入

れることで、実験に対する理論解析の適用範囲と精度が飛躍的に高まってきている[3]。一方、

遠視野の光計測では、回折限界の制約から、その空間分解は μm オーダーに制限されていた。こ

れを打ち破る試みとして、走査プローブ顕微鏡（SPM）の探針先端に局在する近接場を利用し

た近接場走査顕微鏡（SNOM）が開発された。最近では、これを応用してサブ nm オーダーの顕

微分光による化学分析[4]や、単一分子内で生じる光電エネルギー変換の観測[4] が可能になっ

た。さらに試料が光を吸収・散乱する際に生じる光誘起力と、偏光検出を組み合わせた円偏光

光誘起力顕微鏡の開発[6]や、SPM とポンプ・プローブ分光を組み合わせた時間分解走査プロー

ブ顕微鏡の開発[7]も進められている。本シンポジウムでは、このような先端的光計測手法を開

発してこられた研究者をお招きし、最近の研究成果についてご講演いただくとともに、今後の

表面・界面の光計測について展望する。 



 領域 9 表面・界面，結晶成長 

 - 5 - 

[1] S. Tanaka, Y. Murotani, S. A. Sato, T. Fujimoto, T. Matsuda, N. Kanda, R. Matsunaga, and J. Yoshinobu, 

Appl. Phys. Lett. 122, 251101 (2023); R. Kameyama, S. Tanaka, Y. Murotani, T. Matuda, N. Kanda, R. 

Matsunaga, and J. Yoshinobu, Opt. Lett. 49, 3978 (2024). 

[2] S. Kusaba, H.-W. Lin, R. Tamaki, I. Katayama, J. Takeda, and G. A. Blake, Appl. Phys. Lett. 124, 122204 

(2024). 

[3] Y. Litman, K.-Y. Chiang, T. Seki, Y. Nagata, and M. Bonn, Nat. Chem. 16, 644 (2024); Y. Litman, J. Lan, Y. 

Nagata, and D. M. Wilkins, J. Phys. Chem. Lett. 14, 8175 (2023); K.-Y. Chiang, C.-C. Yu, T. Ohto, J. Hunger, 

M. Bonn, and Y. Nagata, Proc. Natl. Acad. Sci. USA 119, e2204156119 (2022); F. Tang, T. Ohto, S. Sun, J. R. 

Rouxel, S. Imoto, E. H. G. Backus, S. Mukamel, M. Bonn, and Y. Nagata, Chem. Rev. 120, 3633 (2020). 

[4] Y. Park, I. Hamada, A. Hammud, T. Kumagai, M. Wolf, and A. Shiotari, Nat. Commun. 15, 6709 (2024); B. 

Cirera, S. Liu, Y. Park, I. Hamada, M. Wolf, A. Shiotari, and T. Kumagai, Phys. Chem. Chem. Phys. 26, 

21325 (2024). 

[5] M. Imai-Imada, H. Imada, K. Miwa, Y. Tanaka, K. Kimura, I. Zoh, R. B. Jaculbia, H. Yoshino, A. Muranaka, 

M. Uchiyama, and Y. Kim, Nature 603, 829 (2022); H. Imada, M. Imai-Imada, K. Miwa, H. Yamane, T. 

Iwasa, Y. Tanaka, N. Toriumi, K. Kimura, N. Yokoshi, A. Muranaka, M. Uchiyama, T. Taketsugu, Y. K. Kato, 

H. Ishihara, and Y. Kim, Science 373, 95 (2021). 

[6] J. Yamanishi, H.-Y. Ahn, and H. Okamoto, Nano Lett. 23, 9347 (2023); J. Yamanishi, H. Yamane, Y. Naitoh, 

Y. J. Li, N. Yokoshi, T. Kameyama, S. Koyama, T. Torimoto, H. Ishihara, Y. Sugawara, Nat. Commun. 12, 

3865 (2021). 

[7] S. Yoshida, Y. Arashida, H. Hirori, T. Tachizaki, A. Taninaka, H. Ueno, O. Takeuchi, H. Shigekawa, ACS Pho-

ton. 8, 315 (2021); K. Yoshioka, I. Katayama, Y. Minami, M. Kitajima, S. Yoshida, H. Shigekawa, and J. 

Takeda, Nat. Photon. 10, 762 (2016); S. Yoshida, Y. Aizawa, Z.-H. Wang, R. Oshima, Y. Mera, E. Matsuyama, 

H. Oigawa, O. Takeuchi, and H. Shigekawa, Nat. Nanotechnol. 9, 588 (2014); Y. Terada, S. Yoshida, O. 

Takeuchi, and H. Shigekawa, Nat. Photon. 4, 869 (2010). 

 

登壇者一覧と講演題目（仮）： 

１． 企画説明 

２． 田中 駿介（東大物性研）「非線形光学現象を利用した超広帯域テラヘルツパルスのギャップレス検出法の

開発と振動分光への応用」 

３． 草場 哲（横国大）「原子層半導体における励起子・フォノンの和周波分光」 

４． 永田 勇樹（Max-Planck Institute）「機械学習が繋ぐ SFGの実験とシミュレーション」 

５． 今井 みやび（理研）「単一分子で生じる光電エネルギー変換」 

６． 塩足 亮隼（Fritz-Haber Institute）「低温 STM/AFMを用いた高分解能近接場光顕微鏡の開発」 

７． 山西 殉介（分子研）「光誘起力顕微鏡法の開発とキラル光学効果のナノ顕微観測」 

８． 吉田昭二（筑波大）「時間分解走査プローブ顕微鏡の開発と応用」 
 

企画説明 5分、講演各 25分、途中休憩 20分 計 3時間 20 分 

櫻井委員よりシンポジウムの概要および各講演者の講演内容について説明があり、賛成多数で承認さ

れた。また以下のような意見があった。 

(1) シンポジウムの説明に参考文献リストを付けるべきとの指摘があったため、本文中に赤字で参考文

献を加えた。 

(2) 講演時間が 1 人 25 分は短いので、30 分にしてはどうかとの意見があった。しかしその場合シンポ

ジウムの合計時間が 3 時間 55 分となってしまい、シンポジウムの占有時間規制（休憩時間を含め

て原則として 3 時間 30 分に収めるものとする）に反してしまう。そこで 8 番目の吉田先生の講演

を招待講演にしてはどうかとの提案があった。この場合、シンポジウム全体の時間は 3 時間 25 分

であり、それに続いて吉田先生の招待講演が続く予定。 

→ 運営委員で相談の上、岡田委員を提案者として、吉田先生はシンポジウム枠ではなく、招待講

演者として申請予定 
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（招待講演（表面界面）） 

提案者：安井 勇気 

講師：山田 豊和（千葉大学） 

主題：「有機分子と金属原子間相互作用制御による低次元ナノ構造体の表面合成（仮）」 

説明：有機分子の合成は多くの場合、溶液中での合成が行われる。液中合成では実現困難な系に対して、山

田氏は、試料表面における「表面場」という反応場を用いることで課題解決し、新たな物質創出を行って

いる。特に最近では、クラウンエーテル環状分子を使った人工知能ニューロン模倣材料を開発した[1]。ま

た、共有結合性有機構造体を用いた 3d遷移金属ナノクラスターの創成[2]、クラウンエーテル配列を用い

たコバルトナノクラスターの創成[3]を示された。今回は、表面で引き起こされる低次元ナノ構造体の合成

について、最新の成果をご講演いただく。 

[1] T. K. Yamada et al., Nanoscale Horiz. 9, 718 (2024). 

[2] T. K. Yamada et al., J. Phys. Chem. C 128, 1477 (2024). 

[3] T. K. Yamada et al., J. Mater. Chem. C 12, 874 (2024). 

安井委員より招待講演の概要および講演候補者の説明があり、賛成多数で承認された。 

また推薦理由のカテゴリーは、(1)研究報告、(2)プロジェクト研究終了、(3)博士論文、(4)論文発表、(5)

外国招待研究者のうち、「(1)研究報告」に該当するものと追加で提案され、了承された。 

 

 

結晶成長分野の招待講演に関しては、IFMまでに招待講演の候補者が提案されなかったので、今後適切

な候補者を探し、メーリングリストでその内容の可否を問うこととする。 

 

 

2024.11.19追記 

（招待講演（結晶成長）） さらに追記 12/17: 当該シンポジウムの提案は IFM後となり、学会への提案と共に

11.26にメールにて領域に提案、特に異存はなかった。 

提案者：岡田 有史 

講師：東脇 正高（大阪公立大） 

主題：「酸化ガリウム薄膜エピタキシャル成長技術の進展」 

説明：近年、世界で電力の消費量とコストが飛躍的に上昇しており、パワーデバイスの高効率・大容量化が渇望

されている。これを達成するには、シリコンをはじめとする従来の物質の代替となる新しい物質が必要である。そ

のため、わが国を含む世界各国で炭化ケイ素、窒化ガリウム、酸化ガリウム、ダイヤモンド等のバンドギャップが

3 eV以上の物質を半導体として利用する試みがなされている。それらの物質を高品質のデバイスとして実用化

する上では良質な結晶を得ることが必須であり、結晶成長の研究は重要である。これらの背景に鑑み、今回、酸

化ガリウムのエピタキシャル成長と物性の研究の第一人者でおられる大阪公立大学教授の東脇正高先生の招

待講演を企画した。東脇先生は酸化ガリウムの分子線エピタキシー成長、デバイス開発および物性研究までを

広く行っておられ[1-4]、世界各国からパブリッシュされる酸化ガリウム関連の研究報告には同氏の論文がほぼ

必ず引用されている気鋭の研究者である。東脇先生のご講演を通し、酸化ガリウムを用いたデバイス作製の現

状や、結晶成長の観点から見た高品質デバイスを得るための手がかりについての知見が得られると期待され

る。 
[1] M. Higashiwaki and S. Fujita ed., “Springer Series in Materials Science 293 Gallium Oxide: Materials Prop-

erties, Crystal Growth, and Devices,” Springer (2023). 

[2] M. Higashiwaki, “Gallium oxide power electronics -The key semiconductor for realizing energy sustainable 

future-,” IEEE Electron Device Magazine in press (2024): [Invited review]. 

[3] M. Higashiwaki and M. H. Wong, “Beta-gallium oxide material and device technologies,” Annu. Rev. Mater. 

Res. 54, 175 (2024): [Invited review]. 

[4] A. Mock, R. Korlacki, C. Briley, V. Darakchieva, B. Monemar, Y. Kumagai, K. Goto, M. Higashiwaki, and 

M. Schubert, “Band-to-band transitions, selection rules, effective mass, and excitonic contributions in monoclinic 

β-Ga2O3,” Phys. Rev. B 96, 245205 (2017). 

  



 領域 9 表面・界面，結晶成長 

 - 7 - 

(4) キーワード・合同セッションについて 

2025年 春季大会に予定しているキーワード

第一キーワード (研究分野) 

(1)結晶成長  

(2)電子物性  

(3)構造物性  

(4)ナノ量子物性  

(5)表面物理化学  

(6)ダイナミクス  

(7)表面界面磁性  

(8)原子層物質科学  

(9)トポロジカル物性  

(10) トライボロジー  

(11) インフォマティクス 

 

 第二キーワード (手法) 

(21) 走査プローブ顕微鏡

法  

(22) 電子顕微鏡法・その他

イメージング  

(23) 分光  

(24) 回折・散乱  

(25) トランスポート  

(26) その場観察・時間分解  

(27) 質量分析  

(28) 理論・シミュレーション  

(29) 機械学習  

(30) その他 

第三キーワード (研究対象) 

（物質・材料） 

(41) グラフェン・二次元層

状物質  

(42)トポロジカル物質  

(43) ナノチューブ・ナノワイ

ヤ  

(44) 量子ドット・ナノクラスタ  

(45) ソフトマター・高分子  

(46) 水・氷  

(47) 液体 

(48) 有機材料  

(49) 金属材料  

(50) 半導体材料  

(51) 磁性材料  

(52) 熱電材料  

(53) 触媒材料  

(54) 電池材料  

(55) 水素化物・水素貯蔵

材料  

(56) エレクトロニクス材料  

(57) スピントロニクス材料 

(機能・現象)  

(71) 単原子・単分子操作  

(72) 吸着・反応・脱離  

(73) 分子振動・フォノン  

(74) 原子・イオン拡散  

(75) 薄膜形成・自己組織

化  

(76) 表面再構成  

(77) 相転移  

(78) 核生成  

(79) 溶解・析出  

(80) 成長制御  

(81) 光誘起・光機能  

(82) 活性サイト  

(83) 超伝導  

(84) 量子閉込め・バンド制

御  

(85) スピン偏極  

(86) バルクエッジ対応
 

 

キーワードについて変更意見はなかった。 
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合同セッションについての現状 

・口頭発表で「表面界面磁性」「トポロジカル物性」をキーワードで選んだ場合は領域 3または 4・8 との合同セッ

ションにすることがある。講演募集要項での記述は以下のとおり。 

（注）口頭発表で，口頭発表でキーワード「表面界面磁性」を選んだ講演に対して，

領域 3 との合同セッションを設けることがある．合同セッションを希望する場合に

は、「合同セッション希望」と記入すること． 

（注）発表者・聴衆の便利のため，関連性が強いと思われる講演を組み合わせて他領

域との間で機動的に合同セッションを組むことがあります． 

（注）口頭発表でキーワード（9）トポロジカル物性を選んだ講演に対して，領域

4・8 との合同セッションを設けることがある． 

また、募集要項「（別表 2）合同セッションのある領域」に次の記載がある。 

・発表者・聴衆の便利のため，関連性が強いと思われる講演を組み合わせて，領域 7

と領域 9 の間で機動的に合同セッションを組むことがあります． 
 

 ・今回、領域 3 と開催した合同セッション： 

（領域 3 主催） 発表件数 0 件   2024 年秋 

（領域 9 主催） 発表件数 0 件   2024 年春 

（領域 3 主催） 発表件数 4 件（うち領域 9：3 件）2023 年秋 

（領域 3 主催） 発表件数 2 件（うち領域 9：1 件）2023 年春 

（領域 3 主催） 発表件数 2 件（うち領域 9：2 件）2022 年秋 

（領域 9 主催） 発表件数 5 件（うち領域 9：3 件）2022 年春 

（領域 3 主催） 発表件数 2 件（うち領域 9：1 件）2021 年秋 

（領域 9 主催） 発表件数 4 件（うち領域 9：3 件）2021 年春 

（領域 3 主催） 発表件数 3 件（うち領域 9：0 件）2020 年秋 

  現地開催中止 2020 年春 

（領域 3 主催） 発表件数 3 件（うち領域 9：0 件）2019 年秋 

（領域 9 主催） 発表件数 5 件（うち領域 9：2 件）2019 年春 

（領域 3 主催） 発表件数 5 件（うち領域 9：3 件）2018 年秋 

（領域 9 主催） 発表件数 10 件（うち領域 9：5 件）2018 年春 

（領域 3 主催） 発表件数 15 件（うち領域 9：5 件）2017 年秋 

（領域 9 主催） 発表件数 10 件（うち領域 9：5 件）2017 年春 

（領域 3 主催） 発表件数 13 件（うち領域 9：5 件）2016 年秋 

（領域 9 主催） 発表件数 8 件（うち領域 9：3 件）2016 年春 

（領域 3 主催） 発表件数 8 件（うち領域 9：2 件）2015 年秋 

（領域 9 主催） 発表件数 13 件（うち領域 9：5 件）2015 年春 

（領域 9 主催） 発表件数 7 件（うち領域 9：6 件）2014 年秋 

（領域 3 主催） 発表件数 14 件（うち領域 9：7 件）2014 年春 

（領域 9 主催） 発表件数 13 件（うち領域 9：2 件）2013 年秋 

（領域 3 主催） 発表件数 8 件（うち領域 9：6 件）2013 年春 

（領域 9 主催） 発表件数 12 件（うち領域 9：8 件）2012 年秋 

 

領域 3（磁性）との合同セッションに関しては、最近は数が減ってきてはいるものの、今後の可能性を考えて現状

はこのまま残しておいても良いのではないかとの意見が出た。 

また合同セッションの取り扱いは、領域 3 との連絡だけにはマニュアルがあるが、領域 4（半導体・メソスコピック

系・量子輸送），8（強相関電子系）との合同セッションについてはとくにそのようなものがない。そのため、領域

4,8 との合同セッションの取り扱いについても、連絡の行い方を明文化した方が良いのではないかとの意見が出

た。 
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またそもそも運営委員には、プログラムの合同セッションの立ち上げを自らの判断で行える裁量があるはずなの

で、一度物理学会の事務局に確認し、もしその考え方で問題ないと確認が取れれば、今後は運営委員の裁量

で合同セッションの取り扱いを柔軟に決めてしまってもよいのではないかとの意見が出た。 

 

2024.9.26追記 

日本物理学会事務局に合同セッションの取り扱いに関して確認したところ、以下のような回答を得た。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

(1) 各領域運営委員が、合同セッションを設定する場合 

原則はあらかじめ設定した合同セッションの枠に沿ったもので検討し、その他については(2)もふくめて領域委

員の判断で臨機応変に対応する。領域別キーワードと合同セッションの一覧は以下に詳細が記されている。 

https://www.gakkai-web.net/gakkai/jps/jps_keyword/index.html 

(2) 発表申し込み者が、自ら合同セッションを希望した場合 

領域委員がプログラム編集の際に判断をして合同とするか、否かを決定する。 

 

基本的に、合同セッションの立ち上げ等の裁量は領域委員に任されているので、必要な場合はキーワードの修

正とあわせて事務局に連絡をする。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

 

以上の事務局の返答から、原則としてはあらかじめ設定された合同セッションの枠で開催の可否を判断すべき

だが、それ以外の合同セッションの立ち上げについては、その時々の運営委員の判断に任せて、比較的柔軟

に運営を行っても問題ないということが確認された。 

 

 

 

 

  

https://www.gakkai-web.net/gakkai/jps/jps_keyword/index.html
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(5) 領域会議からの議題（領域 9での意見収集） 

 

１． 新領域「計算物理」のワーキンググループ設置について 

大きな反対はなくWGを設置する方向になった。詳細は資料１を参照。 

 

高木領域代表から資料 1にある内容について説明があった。これに対して特に反対意見は出ず、承認を得た。 

 
 

２． 日本物理学会からのサポートレターの発出について 

大きな反対はなかったが、どういうことにサポートレターを出すのかについて少しあいまいな点があるため議

論があった。 

 

佐藤領域副代表からサポートレターについて説明があった。物理学会の理事会では、サポートレターを政治的

な意図に利用されることがないかとの懸念が一部であったが、現在定めているサポートレターの運用方針であれ

ばそのような利用のされ方は起こりえないと考えられるため問題ないとの結論に至ったとの経緯が説明された。

これに対して、IFMの参加者からも特に反対意見は出なかった。 

 

 

３． 概要原稿の英語化について 

概要を現在の分量の２倍にして、英語と日本語で同等なもの２つを書くことについて、各領域で検討して欲

しいとの依頼があった。これは、主に外国人の参加者で日本語を解さない方への対応を想定しているとのこ

とである。これについて、各領域のインフォーマルミーティングで議論してほしいとのこと。 

 

佐藤領域副代表から、概要原稿の英語化について説明があった。これに関して以下のような意見が出た。 

(1) 日本語と英語の両方を必須とするのではなく、日本語と英語のどちらか好きな方でアブストラクトを書けると

いうのでもよいのではないか？（そういう学会もあるようだ。） 

(2) Web上の翻訳サービスを契約して和文を英訳できるようにするのはどうか？ 

(3) アブストラクトを英語で書くのは学生には負担を感じるかもしれない。また、学生を指導する教員の負担も増

加するのではないか？これを認めると、次は発表も英語で発表を求められ、学生の発表が負担になるので

はないかと心配だ。 

(4) (台湾からの参加者)台湾では、口頭発表は英語、ポスターは母国語と英語をその場の状況で選んで発表し

ている。外国からの参加者としては、英語化が進むと参加しやすい。 

(5) アブストラクトだけでも英語で書いたほうが、プライオリティという面ではいいのでは？ 

(6) 資料では「英語だと DOIがつく」とあるが日本語でも DOIがつくのではないか？ 

→ 確認してみたところ、過去の『日本物理学会講演概要集』は J-STAGE上で公開されており、すでに

DOI も付いていた。 

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jpsgaiyo/-char/ja 

(7) 現在、多くの留学生が来ているが、その中には日本語を話せない人も多い。このような留学生にも学会に参

加してもらえるよう配慮し、さらに母国に帰った後にも日本の物理学会に残る可能性を増やすためにも、少

しでも英語化を進めたほうが良いのではないか？ 

(8) 日本表面真空学会では、概要を英語化しても発表件数は減っていない。 

(9) 未発表の内容を概要に載せにくくなるのではないか？ 

→ 著作権や公開の時期については考えるべきだが、これは英語化とは別の問題として考えるべきである

（実際、概要はすでに J-STAGEで公開されている）。 

(10) 検索は英語の方がしやすいのではないか。 

 

 

(6) 招待講演者の PPTをホームページ上で公開を継続することの可否について 

現在領域 9では、招待講演者の PPTを学会終了後にホームページ上で約 1年間公開している。しかしこれ

には著作権の問題となるものを省くよう講演者に依頼する必要があり、実際にどれほど閲覧されているのかも

分からず、廃止してしまっても良いのではないかとの意見が出ている。そこで、今後も招待講演者のＰＰＴファ

イルの公開を継続していくのかどうか、IFM内で会員の意見を聴取したい。 
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PPT ファイルの公開を今後止めることについて特に反対意見は出なかった。また運営委員の負担を無理に増や

す必要もないとの意見が出た。そのため、PPTファイルの公開は今後取りやめることとした。 
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資料 1. 計算物理ワーキンググループ 

 

計算物理領域ワーキンググループから（2024 年 7 月 30 日、9 月 5 日） 

 

 

計算物理領域の概要  

・ 物理学の全領域を横断して「計算」に関連する研究を扱う（素粒子・宇宙から物質）。 

・ 当面は年次大会でのみ開催。領域名は番号ではなく「計算物理」とする。最速で 2025 年 9 月から

試行開始（3 年程度、毎年見直しを行う）  

・ 「高性能計算」「計算アルゴリズム」「データ駆動科学」の 3 つのセッションで構成  

  →「量子情報」「量子計算」等はキーワードに含めない。 

  → 計算物理領域と既存領域のどちらで講演するかは講演者が決める。 

  → 方法論を主とする。適用例で「物質や物理」を議論する際は既存領域で申込  

・ プログラム編成は計算物理領域の運営委員が主導、既存領域の運営委員の負担を増やさない 

・ シンポジウムはプログラム編成が可能な領域のみで開催する。  

  → 時間帯の重複などプログラム上の問題解決が難しい場合は無理に既存領域に合同シンポ  

       ジウムへの参加を求めない 

 

実施案と発表件数のカウント方法 

学会 HP で講演申込をする際に３つの合同セッションから選択 

（1） 合同セッション１：「高性能計算」 キーワード：高性能計算、大規模計算、計算機ハードウェア、プ

ログラミング言語、ソフトウェア開発、並列化、GPU 

（2） 合同セッション２：「計算アルゴリズム」 キーワード：計算アルゴリズム、最適化、モンテカルロ法、

分子動力学法、第一原理計算、密度汎函数法、連続体シミュレーション(有限差分法、スペクトル法、有限要素

法)、超粒子法、変分法、固有値問題、テンソルネットワーク 

（3） 合同セッション３：「データ駆動科学」 キーワード：機械学習、深層学習、大規模データ解析、イン

フォマティクス、可視化 

 主領域 ：計算物理領域 

 第二領域：既存領域（例えば、領域９） 

 合同セッションを「希望する」をチェック、合同領域名（領域９）を選択する 

 選択した既存領域の発表件数としてもカウントされる。 

 

若手奨励賞・学生優秀発表賞 

・試行期間中は実施しない。 

・新領域として承認・設置された場合は、表彰を実施する。実施要領は別途定める。 

 実施の場合、若手奨励賞の受賞者数の総数（現在 50 名程度）を増やす方向で検討。 

＊領域９若手奨励賞応募者が試行期間中における計算物理（領域９と合同）の講演のみの場合の扱い

をどうするか？ 
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資料２. 最近企画されたシンポジウム 

 
 

2024 年秋                                                                   

領域 9,3,4,5,12 Probing Emergence of Functionalities at Surfaces 

領域 9,3,4,5,7,8 Revealing Novel States at Surface and Interface 

領域 2,5,9,10 先端計測のフロンティア〜見えないモノを見る挑戦 

2024 年春                                                                   

領域 5,2,8,9 Frontiers of Condensed Matter Physics with X-ray Free-Electron Lasers 

領域 4,3,5,9 トポロジカル材料科学と革新的機能創出 

領域 9,5,10 最先端分光手法による表面界面のキャラクタリゼーション 

領域 7,4,6,9 物質科学が拓く新原理デバイス 

2023 年秋                                                                   

領域 9,4,10 ナノ物質材料が拓く世界 

領域 5,4,9,11 励起状態と輻射場の非平衡ダイナミクス:「発光」の新知見 

2023 年春(オンライン)                                                            

領域 9,5,10 先端量子ビームを用いた表面科学研究の最前線 

2022 年秋                                                                   

なし 

2022 年春(オンライン)                                                            

領域 9，5，11 New frontiers of surface, interface, and nano science toward dissipation phenomena 

領域 7,4,6,9 分子性結晶におけるトポロジカル物性の展開 

2021 年秋(オンライン)                                                              

領域 9,3,4,5,8 Interdisciplinary surface science researches toward innovative materials and devices 

2021 年春（オンライン）                                                            

領域 9, 12 先進的計測・理論による表面界面ナノ研究の新展開 

領域 5,3,4,8,9 放射光科学のフロンティア：最新動向と将来展望 

領域 10,9,12 ミルフィーユ構造の材料科学 

領域 6,4,7,8,9 ハイパーマテリアル 

領域 10,3,4,9, 11,12 「革新材料開発」の進展 

2020 年秋（オンライン）                                                           

領域 9, 1,7,10,11 ハイドロジェノミクス－変幻自在な水素を活かすサイエンス※  

領域 9,5,10,11    界面におけるエネルギー変換と輸送※  

領域 7, 4,5,9,10   グラフェン物性科学の新展開 （※2020年春の現地開催中止に伴う再企画） 

2020 年春（現地開催中止）                                                        

領域 9, 1,7,10,11 ハイドロジェノミクス－変幻自在な水素を活かすサイエンス  

領域 9,5,10,11   界面におけるエネルギー変換と輸送  

領域 9, 3, 4    表面界面の非対称性と非相反機能 
2019 年秋                                                                   

領域 9, 5   表面・界面プローブで切り開く電池材料の物理 
領域 9, 4, 7   表面と原子層を融合した新しい 2 次元物質科学に向けて 

2019 年春                 

領域 9, 3, 7  有機分子と表面の出会いがもたらす多体相関物性 

領域 4, 3, 7, 8, 9 低次元トポロジカル絶縁体・スピン物性の新展開 

領域横断  国際周期表年 2019 

領域 12, 素粒,  

理核物, 宇宙,  

領域 1, 2, 9, 11 計算物理学への誘い 

2018 年秋                 

領域 9, 5  時間分解プローブを駆使した表面・界面科学及び結晶成長の進展と展望 

領域 5, 9, 4, 8 光で切り拓く新しいトポロジカル物性科学 

領域横断  60 years of Physical Review Letters 

2018 年春 

領域 9   表面・界面における反転対称性の破れとスピン軌道相互作用 
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領域 4,1,6,8,9 トポロジカル物質科学の新展開 

領域 10,9,11  インフォマティクスを活用した材料科学の新展開 

2017 年秋  

領域 9, 11  理論による表面・界面・ナノ構造の微視的構造と物性の予測：現状と展望 

領域 7, 4, 9  遷移金属カルコゲナイド 2 次元結晶の新展開 

2017 年春  

領域 9，4，7  新しい単元素二次元層状物質の創製とその物性 

領域 4，7，8，10 原子層関連物質における 2 次元超伝導現象 

2016 年秋  

領域 9   表面界面ナノ構造のその場観察 

領域 9,3,5,7,8,10 材料研究が拓く界面・不均一系の物性科学 

領域 5，8，9  遷移金属酸化物表面・界面の新しい電子状態とその分光手法による解明 

領域 4,3,5,7,8,9 トポロジカル材料開発の新展開 

2016 年春  

領域 9，3  分子性薄膜とその表面/界面の物理 

領域 10,1,9,  陽電子で拓く物性物理の最前線 

ビーム物理  

2015 年秋  

領域 9，3  表面・界面数原子層の磁気物性 

領域 9，5  The stream and prospects of condensed matter physics in subsurface region using novel 
   spectroscopy 

2015 年春  

領域 9, 5  表面光励起とダイナミクス 

領域 11,3,4,8,9,10 第一原理計算手法の現状と展望 

領域 5, 9  先端的時間分解光電子分光法の開発と光機能性界面のリアルタイム観測 

領域 11, 3, 9  『京』が拓いた物性物理 

領域 10, 9  機能発現サイトの原子スケール立体構造解明 -無機から蛋白まで-  

領域 11, 3, 6, 9,10 マテリアルズインフォマティクスの現状と将来 

2014 年秋  

領域 9，3  表面スピンの基礎物性とスピントロニクス応用 

領域 9   金属吸着半導体表面の物理 –この 30 年を振り返り、次の 10 年を展望する 

領域 7, 5, 9  イメージング技術で探る分子性固体と有機導体のマイクロ−ナノ物性 

領域 10，9  電池材料の局所境界構造と機能 

2014 年春  

領域 9,11  氷の結晶成長 -実験とシミュレーションによる最近の進展- 

領域 9，7  表面界面状態の理解と触媒反応・電子デバイスへの新展開 

2013 年秋  

領域 9   二次元物質の成長過程 

領域 9   単一原子・単一分子・ナノ粒子での量子物性の新展開 

2013 年春  

領域 8,3,4,7,9,10 元素戦略が促進する分野融合と物理 

素粒子論、理論核 エクサスケールに向けて歩み出す計算物理学 

物理、領域 
11,9,8,7,3,4,5,6,12  

領域 11,9,7,12 水素結合と分散力に関する第一原理計算の現状と課題 

2012 年秋  

領域 4，6，8，9 トポロジカル絶縁体・超伝導体研究の最近の進展と今後の展望 

領域 9   プローブ顕微鏡を用いた分光技術 

2012 年春  

領域 9，3, 4, 7,  物理学における新・元素戦略 
8, 10  

領域 9，10  エネルギー・環境材料の機能と格子欠陥 

領域 9，5  放射光光電子分光による最先端表面研究 

2011 年秋  

領域 9，12  巨大分子～サブミクロン粒子の自己集積 
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領域 9，4，6，7 多彩な表面系における電子輸送現象 

領域 9，5  垂直磁気異方性はどこまで理解されてきたか 

領域 9，7，10  水素アトミクス科学の展望―プロトニクスに向けて 

領域 9，4，7  グラフェン物性の新展開 

領域 9，4,8,11,12 ナノスケール量子輸送の計算科学的研究の現状・展望と次世代スパコンへの期待 

領域 9，5  Nanoscience by the fusion of light and scanning probe microscopy 

2011 年春  

領域 9,5  Nanoscience by the fusion of light and scanning probe microscopy (光と走査プローブ顕微 

   鏡の融合によるナノサイエンス) 

領域 4，8，9,11，12 ナノスケール量子輸送の計算科学的研究の現状・展望と次世代スパコンへの期待 

2010 年秋  

領域 9,12  準安定結晶相の核形成-そのメカニズムに潜む普遍性を探る- 

2010 年春  
   Force Spectroscopy and Tunneling Spectroscopy by SPM and related techniques 

領域 7,9  有機半導体界面における電子状態プローブの新展開 

領域 9,7  分子狭窄系の物理 

領域 10,9,1  原子分解能をもつ X 線・電子線ホログラフィー 

領域 7,4,6,9  グラフェンの生成・評価と物性-最前線と展望- 

領域 4,3,9,6  量子スピンホール系・トポロジカル絶縁体の物理とその発展 

2009 年秋  

領域 5, 7  分光学的手法による有機薄膜研究の最先端 

領域 9,11,4,8,12 第一原理電子状態計算のフロンティアと次世代計算機への期待 

領域 9,12  コロイド・巨大分子の結晶成長 

2009 年春  

領域 9,3,4  超低速ミュオンが拓く表面・界面・薄膜の先端ナノサイエンス 

領域 1,9,5  光・原子・表面ー観る、操る～アルカリ原子を中心に～ 

領域 9,3  原子・分子レベルのスピン検出の最前線 

領域 12,9  結晶成長とアミロイド病の物理学 
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資料３. 最近企画された特別講演・招待講演 

※印は 2020 年春の現地開催中止に伴う再推薦 

2024 年秋                                                             

高草木 達 北大触媒研 領域 9,5,10 その場/オペランド表面科学計測による触媒反応プロセスの 

原子レベル可視化 

阿南 静佳 豊田工大 領域 9,7,10,12 金属−有機構造体とソフトマテリアルの複合化 

Chun-Liang Lin NYCU  領域 9,4,10 How STM can help next-generation semiconductor industry? 

2024 年春 オンライン                                                            

望月建爾 浙江大  領域 9,11,12 高圧氷の成長の様子 

飯浜賢志 東北大  領域 9,3,5 金属磁性ヘテロ構造における円偏光誘起スピンダイナミクス 

Yuki Fukaya JAEA  領域 9  Surface Structure Analysis with Electrons and Positrons 

Subach Sergey Peter Grünberg 領域 9,5,8 Photoemission Orbital Tomography 

  Institute 

M. Imre  Technischen 領域 9  LEED I(V) analysis made easy － The Vienna Package for 

Alexander  Universität Wien   TensErLEED (ViPErLEED) 

Haags Anja Peter Grünberg 領域 9  Determining structure of molecules adsorbed on surfaces 

  Institute 

2023 年秋                                                             

高橋和義 産総研  領域 9,11 計算化学と機械学習の協働による液晶−液晶相転移現象の 

解明 

杉野修  東大物性研 領域 9  BLHO のヒドリド超イオン導電性の発現機構 

鈴木一誓 東北大多元研 領域 5,9  放射光角度分解光電子分光を用いた太陽電池・熱電材料 

      SnS の電子状態研究 

佐藤尭洋 SLAC  領域 5,9  XFEL 施設 LCLS における物性研究の現状と今後の展望 

2023 年春 オンライン                                                        

片山哲夫 JASRI 領域 9,2,5  X 線自由電子レーザーを利用したフェムト秒時間分解 

X 線計測とその応用 

中室貴幸 東大 領域 9,7,10,12 原子分解能での核生成・結晶成長プロセスのその場観察 

2022 年秋                                                              

なし 

2022 年春 オンライン                                                        

数間恵弥子 理研 領域 9,5 プラズモン誘起解離反応の実空間研究 −単一酸素分子の解            

離機構解明− 

戸田昭彦 広島大 領域 9,7,12 高分子結晶化キネティクスの高速熱測定 

南谷英美 分子研 領域 9 ナノスケール磁性およびフォノンの計算物質科学研究 

2021 年秋 オンライン                                                        

新家寛正  北大低温研  領域 9,5  キラルプラズモン近接場を駆使したキラル結晶核形成制御 

松井文彦 分子研 UVSOR) 領域 9  光電子運動量顕微鏡の拠点構築と展開 

2021 年春  オンライン                 

田川美穂※  名大未来研  領域 9   DNA ガイドのナノ粒子結晶化：構造制御と結晶対称性を 

維持した収縮制御  

片山郁文 横国大工 領域 9         テラヘルツ走査トンネル顕微鏡によるナノスケール・超高速電子

制御 

2020 年秋  オンライン                   

菅原康弘※  阪大院工  領域 9   ケルビンプローブ力顕微鏡(KPFM)による金属酸化物表面 

に吸着した酸素原子・分子の電荷状態に関する研究  

寒川義裕  九州大学  領域 9   窒化物半導体成長プロセスの理論解析：不純物混入機構  

2020 年春  名古屋大学（現地開催中止）              

田川美穂  名大未来研  領域 9   DNA ガイドのナノ粒子結晶化  

菅原康弘  阪大院工  領域 9   ケルビンプローブ力顕微鏡(KPFM)による半導体表面にお 

ける原子スケール表面電位計測の進展  

2019 年秋  岐阜大学                   

大門寛   豊田理化学 領域 9   光電子ホログラフィーで切り拓く局所物性科学の新展開  

  研究所 
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宇治原徹  名大未来研  領域 9   結晶成長プロセス最適化における機械学習の活用 

2019 年春 九州大学  

松田巌        東大物性研 領域 9  ディラックフェルミオンを有した新規単原子層の開拓 

小西隆士 京大院人・環 領域 9, 12 準安定相を経由する高分子の結晶成長機構 

2018 年秋 同志社大学   

杉本敏樹 分子研  領域 9  固体表面の対称性の破れに誘起される水分子凝集系の配向 

      秩序と電荷移動ダイナミクス 

福間剛士 金沢大  領域 9  高速周波数変調原子間力顕微鏡を用いたカルサイト結晶溶 

      解過程の原子スケールその場観察 

2018 年春 東京理科大学   

今井宏明 慶大理工 領域 9  メソクリスタルにおけるねじれおよび湾曲構造の発現と制御 

塩足亮隼 東大新領域 領域 9  超高分解能原子間力顕微鏡による表面吸着分子の構造評価 

平岡裕章 東北大学材料科学 領域 9  ランダムの中に見る秩序 -パーシステントホモロジーとその応用 

高等研究所(AIMR) 10, 素・核・宇宙  

2017 年秋 岩手大学   

今田裕  理研  領域 9,5  光と操作トンネル顕微鏡を組み合わせて見る 

楠美智子 名古屋大 領域 9  SiC ステップ構造とグラフェン成長機構の関わり 

2017 年春 大阪大学   

Stacey F. Bent Stanford  領域 9  Nanoscale Materials for Energy Conversion Applications 
  Unicersity 

Shigeki   NIMS  領域 9  Revealing Mechanical, Electronic, and Chemical 
Kawai      Properties of Molecules by Ul-trahigh-resolution Atomic 

Force Microscopy     

2016 年秋 金沢大学   

柴田直哉 東大院工 領域 9  分割検出 STEM 法による材料界面解析 

佐藤正英 金沢大  領域 9  異なる移動速度の粒子供給源が作る２つの同一周期櫛状 

パターンについて 

2016 年春 東北学院大学   

木村勇気 北海道大 領域 9  透過電子顕微鏡を用いた溶液からの核生成の“その場”観察 

劉燦華  上海交通大 領域 9  カルコゲナイド超薄膜の表面・界面における新奇な超伝導物性 

2015 年秋 関西大学   

三浦均  名古屋市立大 領域 9  フェーズフィールド法によるステップ・ダイナミクスの 

定量的数値計算 

倉橋光紀 物材機構 領域 9  スピン・回転状態選別 O2 分子ビームによる酸素吸着・ 

散乱過程の解析 

奥田雄一 所属なし 領域 6,9,10 ヘリウム４結晶の最近の展開−−−平衡形・超固体性−−− 

2015 年春 早稲田大学   

江口豊明 JST-ERATO,慶大理工 領域 9 サイズ選別ナノクラスターの表面集積とその物性評価 

川野潤  北大創成 領域 9  炭酸カルシウムクラスターおよび結晶表面におけるイオン 

      吸着過程の解析 

2014 年秋 中部大学   

塚本史郎 阿南高専 領域 9  化合物半導体 MBE 成長のその場 STM 観察 

2014 年春 東海大学   

坂本一之 千葉大  領域 9  対称性に起因したシリコン表面上の特異なラシュバ効果 

2013 年秋 徳島大学   

田中啓文 阪大理  領域 9  少数分子／ナノカーボン複合体の電気特性と新機能発現 

2013 年春 広島大学   

田村隆治 東理大基礎工 領域 9,6  準結晶関連物質における特異な構造相転移 

2012 年秋 横浜国立大学   

高柳邦夫 東工大院理工 領域 9,10 ナノ構造と物質移動 

奥田雄一 東工大院理工 領域 6,9  ランダム媒質と微小重力下の固体 4Ｈｅ結晶成長 

2012 年春 関西学院大学   

Hoffmann National Taiwan 領域 9,3  Spin-polarized scanning tunneling microscopy of organic 

Germar  Univ.    magnetic molecules 

2011 年秋 富山大学   
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木村昭夫 広大院理 領域 9,4,5 放射光 ARPES で捉える３次元トポロジカル絶縁体の 
     Dirac Fermion 

立木昌 筑波大数理物質科学 領域 9,8,3,6,7,11 超伝導研究の歴史・現状・将来 

2011 年春 新潟大学   

木村昭夫 広大院理 領域 9,4,5 表面プローブ法でとらえる 3 次元トポロジカル絶縁体表面 

      の電子構造 

2010 年秋 大阪大学   

赤井恵  阪大工精密 領域 7,9  分子ナノシステムの物性探索と素子応用 

下條冬樹 熊大院自然 領域 6,9, 10, 密度汎関数法に基づく構造不規則系の大規模分子動力学計算 
    11, 12 

2010 年春 岡山大学   

日比野浩樹 NTT物性基礎研 領域 7,9  SiC 上に成長したエピタキシャルグラフェンの構造と電子 

      物性の表面電子顕微鏡による解析 

2009 年秋 熊本大学   

下田正彦 物材機構 領域 9,6  準結晶表面の STM 観察とクラスター構造 

杉山輝樹 奈良先端大 領域 9,5  光放射圧によるグリシンの結晶化と結晶成長制御 

2009 年春 立教大学   

深谷有喜 原研先端基礎研究センター 反射高速陽電子回折に寄る表面相転移の研究 
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資料４. 大会における企画提案の位置付け 
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資料５. 学生優秀発表賞 領域 9実施規則 


